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いろいろな分数 ⑤
●逆数

いろいろな分数 ⑥
●わり算と分数
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＝ １

　積が、１になる分数を使った式を考えましょう。

　このように、２つの数の積が１になるとき、それぞれをたがい
の数の逆数といいます。

　わり算の式を、分数になおしてから計算すると、簡
かん

単になる場
合があります。
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　●小数の逆数は、小数を分数になおしてから求めます。

　　（例）0.3＝
３
－
10
→
10
－
３

　このように、分母と分子を入れかえて逆数を作ります。

　⑤　0.9＝　　→ ⑥　0.4＝　　→

　⑦　1.3＝　　→ ⑧　2.1＝　　→

①　
２
－
３
→ ②　

４
－
５
→

　③　
１
－
８
→ ④　 ９  →

♣ 　逆数を求めましょう。

♣ 　わり算の式を、分数になおしてから計算しましょう。

① ４÷５×
５
－
８
＝ ⑤ ７÷４×
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＝

② ７÷10×
５
－
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③ ３÷５×
５
－
６
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５
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④ ３÷４×
２
－
９
＝ ⑧ 30÷４×
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